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・フィールドタイプ……川・森・田んぼ 

・面積……………………約1.5ヘクタール 

事例２ NPO法人熊谷市ほたるを保護する会  埼玉県熊谷市 

NPO法人熊谷市ほたるを保護する会 

 潤いを与える自然発生するゲンジボタルの縦横無尽に舞う姿は

幻想的な光景である。このゲンジボタルを子供達に繋いで行くため、

多くの市民等と一体になり環境保全活動に取り組み、豊かな地域社会

を形成する。 

1、ホタル発生水路清掃活動 

2、ホタルガイド養成講座の開設。現在27名登録。毎年度レベルアップ

と  

 して、ホタルのガイドだけでなく生物多様性や江南地区の文化財等  

 いろいろな分野の講師を招き毎年2～3回実施。県外研修も毎年度計 

 画しています。 

3、祭り会場のインフラ整備としてシンボル看板の設置。ホタルの活動 

 内容について熊谷市のキャラクターを使いユニークに紹介。看板に 

 は地元小、中生のホタルの模型も取り付けてあります。祭りはん  

 てんも助成金にて制作しました。 

4、市内のイベント活動への参加、小中校への啓発活動、中、高生への 

 体験学習の協力として環境学習と里山清掃活動も恒例活動となり 

 ました。 

一、昨年27年5月にNPO法人に登録して新たな気持でス   

 タート、2年後を目途に認定を取得したいと考えていま  

 す。 

一、子供達が身近に自然に触れ合える場所・荒廃地（300坪） 

 を整備しカブトムシやクワガタ、蝶等の飼育や「カワニ 

 ナ」の飼育のビオトープや目玉物件としてものづくり大 

 学と共同で水車の設置を検討中・・・28年完成予定 

一言コメント 

埼玉県の環境大賞優秀賞を受賞（28年2月8日）につ

づきJA農村地域文化賞最優秀の受賞が決まりまし

た（3月24日）。 

実施体制 
構成員：自治会長のOBやホタルの会員、里山に関心を 

    お持ちの方15名程が戦力として登録、活動内 

    容に応じて連絡。 

    自治会連合会、熊谷青年会議所、熊谷用水組 

    合、商工会、一部地元企業 

 

事務局：小柴清宅（事務局3名：小柴、岡部、杉田） 

 

連絡先：小柴：TEL 048-536-1168  

    岡部：TEL 048-536-2738（熊谷市小江川429） 

活動場所 

活動の目的 

活動の内容 

今後の展望 

シンボル看板の前（清掃参加者の集合写真） 

ホタル水路清掃活動風景 

中学校の文化祭でのホタルの啓発活動 

① 

② 

③ 


